
焦
点
と
な
っ
て
い
た
時
間
外
労

働
の
上
限
で
は
、「
生
産
性
向
上
」

の
た
め
繁
忙
期
に
は
「
月
１
０
０

時
間
未
満
」
、
２
～
６
カ
月
平
均

で
「
月
８
０
時
間
以
内
」
と
し
ま

し
た
。
年
間
で
７
２
０
時
間
、
月

４
５
時
間
を
超
え
る
の
は
６
回
ま

で
と
し
て
い
ま
す
が
、
休
日
労
働

も
含
め
れ
ば
「
年
９
６
０
時
間
、

毎
月
８
０
時
間
」
ま
で
働
か
せ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
れ
で
は
、
政
府
自
身
が
過
労

死
ラ
イ
ン
と
し
て
き
た
「
月
に
８

０
時
間
の
残
業
」
に
お
墨
付
き
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
、

労
働
者
の
命
と
健
康

が
ま
す
ま
す
脅
か
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。長

時
間
労
働
を
是

正
す
る
た
め
に
は
、

政
府
自
身
が
健
康
を

守
る
た
め
の
上
限
と

し
て
き
た
「
週
１
５

時
間
、
月
４
５
時
間
、

年
３
６
０
時
間
」
を

法
律
で
定
め
、
違
反

し
た
場
合
の
支
払
い

強
化
な
ど
で
企
業
に

遵
守
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

政
府
が
進
め
る
と
し
て
き
た
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
に
つ
い
て
「
実

行
計
画
」
で
は
、
企
業
が
判
断
す

る
職
務
能
力
や
業
績
、
企
業
へ
の

貢
献
な
ど
に
よ
り
、
違
い
に
応
じ

て
基
本
給
や
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
す

れ
ば
よ
い
と
し
て
、
不
当
な
賃
金

差
別
を
容
認
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
同
じ
仕
事
を
し
て

い
て
も
、
企
業
の
基
準
で
正
社
員

よ
り
非
正
規
社
員
の
賃
金
を
低
く

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
「
同
一
賃

金
同
一
労
働
」
と
は
程
遠
い
も
の

で
す
。

「
実
行
計
画
」
で
は
、
個
人
で

請
け
負
っ
た
仕
事
を
自
宅
な
ど
で

行
う
「
雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
な

ど
「
雇
用
類
似
の
働
き
方
」
を
広

げ
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
雇
用
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
労
働
法
の
枠
外
に
置
か
れ
、

最
低
賃
金
以
下
で
働
か
さ
れ
た
り
、

公
的
保
険
か
ら
も
外
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
格
差
と
貧
困
は
広

が
る
ば
か
り
で
す
。
い
ま
必
要
な

の
は
、
安
定
し
た
雇
用
の
拡
大
と

生
活
で
き
る
賃
金
の
保
障
で
す
。

日本共産党船橋市議団とともに

岩井 友子市議 金沢 和子市議

坂井 洋介市議 佐藤 重雄市議

関根 和子市議 中沢 学 市議

松﨑 佐智市議 渡辺 優子市議
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２
・
20
▼
予
算
委
傍
聴

２
・
21
▼
浄
化
槽
聞
取
り

２
・
22
▼
元
気
戦
略
聞
取

２
・
23
▼
常
任
委
で
質
疑

／
９
条
の
会
の
映
画
会

２
・
24
▼
田
喜
前
後
援
会

の
集
い
／
県
職
員
後
援
会

２
・
25
▼
二
和
病
院
新
春

の
つ
ど
い
／
新
し
い
知
事

を
選
ぶ
会
集
い

２
・
26
▼
市
内
の
「
子
ど

も
食
堂
」
を
見
学

２
・
27
▼
県
議
団
会
議

２
・
28
▼
映
画
母
を
鑑
賞

３
・
１
▼
本
会
議
で
討
論

３
・
２
▼
県
議
団
会
議
／

平
和
委
員
会
の
会
議

３
・
３
▼
県
商
工
団
体
連

合
会
の
要
請
に
同
席

３
・
４
▼
す
み
や
信
一
さ

ん
の
津
田
沼
駅
頭
宣
伝

３
・
５
▼
船
橋
市
後
援
会

の
つ
ど
い
／
八
千
代
市
後

援
会
の
つ
ど
い

３
・
６
▼
行
徳
野
鳥
観
察

舎
で
聞
き
取
り
／
ロ
ッ
ク

ア
ク
シ
ョ
ン
宣
伝
参
加

３
・
７
▼
党
県
委
総
会

３
・
８
▼
す
み
や
さ
ん
を

知
事
に
し
隊
の
宣
伝
／
選

挙
で
変
え
る
４
区
船
橋
市

民
の
会
の
宣
伝

３
・
９
～
26
▼
県
知
事
選

３
・
27
▼
文
科
省
か
ら
教

員
未
配
置
聞
き
取
り
／
明

る
い
船
橋
民
主
市
政
の
会

３
・
29
▼
生
活
と
健
康
を

守
る
会
の
会
議

３
・
30
▼
県
議
団
会
議

３
・
31
▼
オ
ス
プ
レ
イ
木

更
津
飛
来
で
防
衛
省
要
請

／
津
田
沼
革
新
懇
の
宣
伝

４
・
１
▼
「
選
挙
で
変
え

る
４
区
船
橋
市
民
の
会
」

発
足
集
会
に
参
加

４
・
２
▼
田
喜
前
後
援
会

の
お
花
見
で
あ
い
さ
つ

青
年
と
お
花
見
で
交
流

政
府
の
働
き
方
改
革
実
現
会
議
が
３
月
２
８
日
に
ま
と
め
た

「
実
行
計
画
」
は
、
労
働
者
や
国
民
の
切
実
な
願
い
に
背
を
向

け
、
命
も
人
権
も
犠
牲
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

月
に
１
０
０
時
間
も

の
残
業
を
容
認

３月２６日に行われた

知事選挙で市民と野党の

共同候補として奮闘した

すみや信一さんは残念な

がら及びませんでした。

選挙で奮闘されたすみや

信一さんと「新しい知事

を選ぶ会・ちば」のみな

さんに、心から敬意を表

します。

すみや信一さんは、勝利できなかったものの、選挙戦を通じて市民と野党の

共同が力強く前進し、自由党、日本共産党、緑の党・ちば、新社会党、市民

ネットワークが、市民のみなさんと一緒に選挙戦に取り組むという千葉県政史

上はじめての画期的な出来事となりました。

民進党は自主投票でしたが、奥野総一郎衆議院議員（比例南関東）などがす

みやさんを応援するメッセージを寄せ、生方幸夫前衆議院議員が街頭演説で応

援に立つなど、県内各地で支持を表明する動きが広がりました。最終日には民

進党県連代表の田嶋要衆議院議員も、「すみや信一候補が掲げる、原発に依存し

ない再生可能エネルギーを最大限活用する社会の実現という主張に共感致しま

す。弱者に寄り添いながら暮らしを豊かにすることを掲げるすみや信一さんの

ご健闘を祈念いたします」との応援のメッセージを寄せました。

勝利することはできませんでしたが、今後につながるものの多い選挙となり

ました。

知
事
選
挙
で
最
後
の
訴
え
を
行
う
す
み
や

信
一
さ
ん
（
中
央
）
と
日
本
共
産
党
の
斉

藤
和
子
衆
院
議
員
（
左
）、
自
由
党
の
青
木

愛
参
院
議
員
（
右
）。

＝
３
月
２
５
日
・
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
北
口

月
４
５
時
間
ま
で
を

法
定
化
す
べ
き

「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
も
差
別
を
容
認

雇
用
関
係
の
な
い
働

か
せ
方
を
拡
大


